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利
用
者
９
万
人
を
超
す

　
市
民
の
文
化
・
芸
術
・
社
会
教
育
の
活
動
拠
点
と
し
て
宇
治
市

文
化
セ
ン
タ
ー
（
折
居
台
一
丁
目
）
が
、
五
十
九
年
十
月
二
十
八

日
に
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
二
ヵ
月
余
り
。
こ
の
間
、
文
化
会
館
、

歴
史
資
料
館
、
中
央
公
民
館
、
中
央
図
書
館
を
利
用
さ
れ
た
人
は

四
館
合
わ
せ
て
九
万
千
六
百
人
に
の
ぼ
り
、
市
民
「
七
人
に
一

人
が
利
用
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
か
で
も
五
万
冊
の
蔵
書

を
そ
ろ
え
た
中
央
図
書
館
は
、
二
万
二
百
人
が
本
の
貸
し
出
し
を

受
け
、
市
民
図
書
室
時
代
の
約
三
倍
の
利
用
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ト
冬
休
み
に
入
り
子
ど
も
た
ち
で
に
ぎ
わ
う
中
央
図
書
館
（
5
9
年
1
2
月
2
6
日
）

　
こ
の
程
ま
と
め
た
五
十
九
年
十

一
月
と
十
二
月
の
宇
治
市
文
化
セ

ン
タ
ー
の
利
用
者
数
は
、
四
館
合

わ
せ
て
九
万
エ
〈
百
人
。
こ
の
う

ち
文
化
会
館
の
利
用
者
は
三
万
五

千
三
百
人
で
全
体
の
三
八
Ｆ
を
占

め
て
い
未
了
。

　
大
・
小
ホ
ー
ル
タ
痔
つ
文
化
会

館
の
利
用
者
は
、
十
一
月
が
二
万

七
千
九
百
人
。
内
訳
は
、
コ
ン
サ

ー
ト
や
落
語
、
講
演
会
な
ど
の
開

館
記
念
事
業
の
入
場
者
が
一
万
九

百
人
、
貸
館
に
よ
る
催
し
物
の
入

場
者
が
一
万
七
千
人
と
な
っ
て
い

未
了
。
貸
館
は
、
大
ホ
ー
ル
が
、

高
校
生
の
青
年
劇
場
や
連
合
育
友

会
の
文
化
発
表
会
な
ど
に
十
三
回
、

小
ホ
ー
ル
が
曼
器
表
会
な
ど
に

八
回
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
館

記
念
事
業
が
終
わ
っ
た
十
二
月
に

入
っ
て
か
ら
は
、
貸
館
業
務
だ
け

で
、
十
一
件
七
千
四
百
人
の
利
用

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
展
示
室
や
閲
覧
室
を
備
え
て
い

る
歴
史
資
料
館
は
、
二
千
六
百
人

が
利
男
展
示
室
で
写
真
パ
ネ
ル

展
が
開
か
れ
た
十
一
月
に
は
、
千

九
百
人
が
来
館
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
閲
覧
室
は
、
市
民
が
市
内

の
名
所
・
旧
跡
べ
小
学
生
が
巨

椋
池
の
歴
史
を
調
べ
る
た
め
来
館

す
る
な
ど
六
十
五
人
が
利
用
さ
れ

ま
し
た
。

　
展
示
集
会
室
や
実
習
室
を
備
え

た
中
央
公
民
館
は
、
三
万
三
千
五

百
人
が
利
用
。
こ
の
う
ち
秋
の
市

民
文
化
祭
が
開
か
れ
た
十
一
月
の

利
用
者
は
、
一
万
人
と
な
っ
て
い

未
了
。
展
示
集
会
室
は
展
示
発
表

や
集
会
な
ど
に
、
実
習
室
は
講
座

や
会
議
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
ま
し

た
約
五
万
冊
の
蔵
書
か
そ
ろ
え
た

中
央
図
書
館
で
は
、
二
万
二
百
人

が
四
万
九
千
冊
の
本
の
貸
し
出
し

夕
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
貸
し
出

長
Ｅ
録
人
数
は
一
万
千
四
百
人
に

の
ぼ
っ
て
い
卓
子
。

　
ち
な
み
に
市
民
図
書
室
で
あ
っ

た
昨
年
同
時
期
に
比
べ
る
と
約
三

倍
の
貸
し
出
し
冊
数
に
な
っ
て
い

ま
す
。

気
軽
に
ご
利
用
を

　
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
十

六
万
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
文
化
の

殿
堂
と
し
て
、
近
代
建
築
の
粋
を

集
め
五
十
九
年
十
月
二
十
八
日
に

完
成
。
音
響
・
照
明
な
ど
最
新
の

設
備
を
備
え
た
大
・
小
ホ
ー
ル
を

持
つ
文
化
心
一
館
、
ふ
る
さ
と
宇
治

の
歴
史
を
守
り
育
て
る
歴
史
資
料

館
．
地
域
の
襲
鞍
育
詔
夢
活

発
に
す
る
た
め
の
中
央
公
民
館
、

▲NHK^お達者クラブ｣を録画(59年11月30日･文化会館小ホール)

▲写真パネル展で郷土を紹介(59年11月Ｓ日･歴史資料館)

市
民
の
学
習
の
場
で
あ
る
中
央
図

書
館
か
ら
或
る
複
合
施
設
と
し
て

十
一
月
か
ら
運
営
さ
れ
て
い
未
了
。

ご
利
用
に
際
し
て
の
詳
し
い
内
容

は
、
直
接
各
施
設
へ
お
問
い
４
ａ
ｃ

せ
く
だ
さ
い
。

文
化
会
館

　
　
　
ａ
⑩
2
1
1
1

　
▼
利
用
申
し
込
み
・
：
利
用
日
の

６
ヵ
月
前
か
罵
日
前
ま
で
の
午

前
９
時
半
か
ら
午
後
４
時
半
（
休

館
日
お
よ
び
電
話
は
不
可
）
▼
休

館
日
・
：
①
毎
週
月
曜
日
（
そ
の
日

が
休
日
の
時
は
そ
の
翌
日
）
②
休

日
の
翌
日
（
そ
の
日
が
土
曜
日
ま

た
は
日
曜
日
の
時
は
翌
週
の
火
曜

日
）
③
1
2
月
2
8
日
か
ら
翌
年
１
月

３
日
ま
で
。

歴
史
資
料
館

　
豊
⑩
1
3
1
1

▼
開
館
時
間
・
・
・
午
前
９
時
か
ら

文化センター位置図

2変総合運勣公園

　ら

午
後
５
時
ま
で
▼
内
容
・
：
資
料
の

展
示
・
公
開
な
ど
▼
休
館
日
・
・
・
①

毎
週
月
曜
日
②
祝
日
③
１
９
一
月
2
8
日

か
ら
翌
年
１
月
３
日
ま
で
。

中
央
公
民
館

　
　
　
ａ
⑩
1
4
1
1

　
▼
利
用
申
し
込
み
・
・
・
利
用
日
の

６
ヵ
月
前
か
ら
３
日
前
ま
で
（
電

話
は
不
可
）
▼
休
館
日
・
・
・
①
毎
週

月
曜
日
②
祝
日
③
1
2
月
2
8
日
か
ら

翌
年
１
月
３
日
ま
で
。

中
央
図
書
館

　
　
　
Ｓ
⑩
1
5
1
1

　
▼
開
館
時
間
・
・
・
午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
ま
で
▼
本
の
貸
し
出
し

・
：
人
３
冊
３
週
間
ま
で
（
無
料
）

▼
休
館
日
…
①
毎
週
月
曜
日
②
祝

卜
多
く
の
人
が
参
加
し
た
市
民
文
化
祭
(
Ｓ
年
１
１
月
７
日
・
中
央
公
民
館
）

至白川　　　ロ
　宇治田原町

　　　東山公園

日
③
毎
月
末
④
１
９
一
月
2
8
日
か
ら
１

月
３
日
ま
で
⑤
特
別
整
理
期
間
。

　
　
　
　
　
◇

　
文
化
・
芸
術
の
鑑
賞
や
創
造
・

発
表
の
場
で
あ
る
宇
治
市
文
化
セ

ン
タ
ー
は
、
市
民
の
総
意
で
築
き

上
げ
て
い
く
施
設
で
す
。
豊
か
な

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
を

図
る
た
め
多
い
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
市
で
は
、
今
後
も
市
民
文

化
の
充
実
に
積
極
的
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
市
民
牛
罵
一
に
密
着
し

た
施
設
と
な
る
ぷ
つ
運
営
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
長
に

古
池
さ
ん
を
再
任

　
宇
治
市
教
育
委
員
会
は
、
十
二

月
定
例
会
で
教
育
委
員
長
に
古
池

二
巳
雄
（
こ
い
け
・
ふ
み
お
）
さ

ん
（
六
十
七
歳
）
を
再
任
（
三
期

目
）
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
職
務
代
理
者
に
は
大

谷
賓
（
お
お
や
・
み
の
る
）
さ
ん

　
（
五
十
歳
）
か
選
任
レ
笙
し
た
。

　
任
期
は
、
両
氏
と
も
五
十
九
年

十
二
月
二
十
七
日
か
皇
八
十
年
十

二
月
二
十
六
日
ま
で
の
一
年
間
で

す
。

409

仮
称
　
広
野
公
民
館
用
地
造
成
設
計
費
な
ど

９
千
２
百
9
5
万
円
（
一
般
会
計
）
を
計
上

‐
二
月
定
例
会
は
、

一
十
四
日
か
ら
Ｉ

ヽ
の
三
土
〈
日
間

い
乖
ｙ
。
一

般
質
問
は
、
十
四
日
と
土
ハ
、
十

七
日
の
両
日
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
定
例
心
一
に
は
、
五
十
九
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三
号
）

案
を
は
じ
の
、
四
つ
の
特
別
会
計

と
水
道
事
業
会
計
の
補
正
予
算
案

が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
一
般
会
計
の
補
正
予
算
額
は
九

千
二
百
九
十
五
万
八
千
円
で
、
補

正
後
の
予
算
総
額
は
二
百
八
十
三

億
八
千
四
百
五
十
九
万
四
千
円
と

な
り
卓
子
。

　
今
回
の
補
正
予
算
案
の
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
〈
一
般
会
計
〉

▽
堂
ノ
川
橋
架
け
替
器
硲
工
事

　
の
倉
釜
に
二
百
五
十
八
万
五

　
千
円
。

▽
西
里
総
市
下
水
路
水
道
管
移

　
設
工
事
の
委
託
料
追
加
に
千
百

　
七
十
万
円
。

▽
小
規
模
治
山
事
業
に
二
百
三
十

　
五
万
円

▽
小
・
中
学
校
校
医
報
酬
追
加
に

　
三
百
万
五
千
円

▽
菟
道
小
学
校
通
学
路
整
備
事
業

　
に
百
六
十
万
円
。

▽
仮
称
広
野
公
民
館
用
地
造
成
設

　
計
等
委
託
料
に
五
百
二
十
万
円
。

▽
自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
補
助

　
金
に
二
百
万
円
。

　
〈
特
別
会
計
〉

▽
交
通
災
害
共
済
事
業
に
係
る
共

　
済
見
舞
金
の
追
加
に
千
百
八
十

　
六
万
円
。

▽
国
民
健
康
保
険
事
業
の
過
年
度

　
療
養
給
付
費
償
還
金
な
ど
に
一

　
億
三
千
七
百
十
万
九
千
円
。

　
〈
水
道
事
業
会
計
〉

▽
配
水
管
敷
設
替
え
工
事
費
な
ど

　
に
二
千
七
百
九
万
八
千
円
。

宇治市文化センター

開館後2ヵ月

　

12月補正
予算案



入居希望者を募集

1985年（昭和60年）１月11日発行（2）
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五ヶ庄野添車いす専用住宅

１月21日まで受け付け･入居は61年の春

　
来
年
の
春
に
、
市
内
で
三
番
目

の
車
い
す
専
用
住
宅
と
し
て
建
て

替
岑
μ
れ
る
市
営
住
宅
（
五
ヶ
圧

野
添
）
の
、
入
居
希
望
者
翼
輩

し
康
ｙ
。
今
回
の
募
集
は
、
野
添

市
営
住
宅
の
建
て
替
え
に
先
駆
け

て
、
車
い
す
専
用
住
宅
と
し
て
の

特
別
設
計
に
、
入
居
者
の
意
見
を

で
き
る
だ
け
反
映
さ
せ
る
た
め
に

行
う
も
の
で
す
’

募
集
要
項

　
▼
住
宅
所
在
地
・
：
五
ヶ
庄
野
添

5
7
－
２
▼
募
集
戸
数
・
：
１
戸
▼
間

取
り
・
：
３
Ｄ
Ｋ
▼
家
賃
…
未
定
▼

入
居
日
・
・
・
6
1
年
春
ご
ろ
▼
対
象
…

①
住
宅
困
窮
の
市
内
在
住
者
②
同

居
の
人
次
た
は
同
居
し
よ
ラ
と
す

る
親
族
（
内
縁
関
係
、
婚
約
者
を

含
む
）
の
中
に
、
障
害
等
級
Ｉ
級

か
ら
Ｉ
級
ま
で
の
身
体
障
害
者
手

級
、
高
級
の
三
段
階
に
分
け
ら

れ
て
い
ま
ず
。
簡
易
処
理
は
、

汚
水
中
の
固
形
物
か
沈
殿
さ
せ

る
だ
け
の
物
理
的
処
理
方
法
で
、

中
・
高
級
処
理
は
ま
と
し
て
、

水
中
の
バ
ク
テ
リ
ア
な
ど
（
好

気
性
微
生
物
）
の
働
き
を
利
用

す
る
生
物
化
学
的
処
理
方
法
で

　
　
　
が
忠
箔
し
や
す
く
、
入
居
に
際

l ﾐ ゛ ゜ ゜ ｀ ゛ ゜ ゛

し
て
は
元
々
洋
式
で
あ
っ
た
専

用
住
宅
に
畳
忿
京
い
て
い
た
だ

帳
の
交
付
を
膏
け
た
車
い
ず
常
用

者
が
い
る
こ
と
③
Ｚ
人
の
保
証
人

　
吊
内
在
住
者
）
▼
申
し
込
み
・

▲手すりが備えられ、安心して入浴でき

　る浴槽（神明市営住宅）

　
活
性
汚
泥
法
で
は
、
汚
水
は

次
の
ぷ
っ
な
過
程
で
き
れ
い
な

水
に
生
ま
れ
套
Ｗ
求
ｙ
。

　
川
沈
砂
地
・
ス
ク
リ
ー
ン
・
・
・

汚
水
の
中
の
大
き
な
ゴ
ミ
や
土

砂
忿
雲
。

　
師
最
初
沈
殿
池
・
・
・
比
較
的
沈

み
や
す
い
浮
遊
物
か
沈
殿
。

し
、
住
み
心
地
に
は
ま
ず
ま
ず

満
足
し
て
い
水
子
。

　
専
用
住
宅
に
は
、
障
害
者
個

々
の
希
望
夕
反
映
さ
せ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
今
回
野
添
に
建

設
さ
れ
る
専
用
住
宅
に
は
、
設

計
の
段
階
か
ら
個
々
の
希
望
が

盛
り
込
去
笞
と
の
こ
と
で
、

障
害
者
に
と
っ
て
は
大
き
な
朗

報
で
す
。

　
　
　
　
　
″

‐
－
1
1
1
1
1
1

問
ｋ
Ｂ
せ
…
１
月
1
1
日
圖
～
2
1

日
側
ま
で
に
住
宅
課
(
ｆ
ｔ
R
3
1

4
1
）
へ
。
　
　
　
（
住
宅
課
）

お
知
ら
せ

〈
料
理
教
室
〉

　
▼
と
き
・
：
１
月
2
7
日
間
、
午
前

1
0
時
Ｉ
午
後
４
時
▼
と
こ
ろ
・
：
総

合
福
祉
会
館
料
理
講
習
室
▼
内
容

・
：
中
華
戸
刄
ぷ
り
、
ギ
ョ
ウ
ザ
、

シ
ュ
ウ
マ
イ
▼
指
導
・
：
京
都
文
教

短
大
教
授
・
飯
塚
久
子
さ
ん
▼
対

海
綿
状
の
塊
と
な
っ
た
物
質
は

こ
こ
で
沈
殿
。
こ
れ
ま
で
の
過

程
で
、
汚
水
中
の
有
機
物
の
約

九
〇
％
が
除
か
れ
、
最
後
に
塩

素
で
消
毒
さ
れ
て
河
川
や
海
へ

放
流
。

　
㈲
汚
泥
処
理
施
設
・
・
・
最
初
沈

殿
池
や
最
終
沈
殿
池
で
除
去
さ

下
水
道
処
理
施
設

処
理
場
は
下
水
道
の
心
臓
部

　
朗
エ
ア
レ
ー
シ
ョ
ン
タ
ン
ク

…
活
性
汚
泥
（
バ
ク
テ
リ
ア
な

ど
の
微
生
物
の
集
ま
り
）
忿
汚

水
に
混
入
し
て
穿
刄
直
ぎ
込

ひ
と
、
微
生
物
が
汚
水
の
原
因

で
あ
る
有
機
物
を
無
機
物
に
分

解
。

　
剛
最
終
沈
殿
池
・
：
エ
ア
レ
ー

シ
ョ
ン
タ
ン
ク
内
々
分
解
さ
れ
、

れ
た
汚
泥
は
、
こ
こ
で
発
酵
・

濃
縮
・
脱
水
の
過
程
を
経
て
安

全
無
害
ご
も
の
に
さ
れ
て
埋
め

立
て
処
分
。
ま
た
、
土
壌
改
良

や
肥
料
と
し
て
利
用
さ
れ
た
り
、

焼
却
処
分
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
ぷ
つ
に
し
て
、
下
水
道

施
設
で
処
理
し
て
放
流
さ
れ
る

不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー

提
供
・
希
望
の
登
録
を

　
家
庭
の
不
用
な
品
物
や
、
譲

っ
て
欲
し
い
品
物
な
ど
が
あ
れ

ば
、
電
話
ま
た
は
は
が
き
で
不

用
・
買
報
セ
ン
タ
ー
（
〒
6
1
1
宇

治
琵
琶
3
3
、
宇
治
市
９
屏
商
工

観
光
課
消
費
牛
活
係
豊
⑩
3
1

4
1
）
へ
。

象
：
聴
覚
言
語
障
害
者
▼
材
料
費

・
・
・
約
千
円
▼
持
参
品
・
・
・
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
膏
ん
、
米
一
合
、
筆
記
用
具

▼
申
し
込
み
・
：
１
月
1
9
日
出
ま
で

に
。

　
〈
料
理
教
室
〉

　
▼
と
き
・
：
２
月
６
Ｒ
困
、
午
後

Ｌ
時
～
４
時
▼
と
こ
る
：
総
合
福

襲
蕭
料
理
講
習
室
▼
内
容
・
・
・
菓

子
と
飲
み
物
▼
指
導
・
：
市
保
健
予

防
課
の
栄
養
士
・
保
健
婦
▼
対
象

－ ミ ミ ー ●

　 　 ●

・
下
水
道
事
巣
の
推
進

　
で
豊
か
な
自
然
を
守

　
り
ま
し
よ
う
。

－ - 一 丿■ － ■ ■ ■ － ・ ・ミ ミ ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

1
1
1
1
9
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
ａ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｋ

水
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
下

水
道
法
や
水
質
汚
濁
防
止
法
で

は
、
水
質
に
つ
い
て
厳
し
ぐ
規

制
。
処
理
さ
れ
た
水
は
、
こ
の

基
準
の
範
囲
内
で
納
ま
る
よ
う

決
め
ら
れ
て
い
ま
ｙ
。

　
豊
か
な
自
然
を
守
り
快
適
な

牛
活
環
境
を
つ
く
る
た
め
に
は
、

一
日
も
早
ぐ
公
共
下
水
道
塞

備
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
下
水
道
課
）

（
二
段
・
シ
ン
グ
ル
ー
ダ
プ
ル
）
、

げ
た
箱
、
．
い
す
、
冷
蔵
庫
、
オ
ー

ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー
、
ラ
ジ
カ
セ
、

こ
た
つ
、
ホ
″
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
、

電
気
掃
除
機
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、

カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス

用
湯
沸
か
し
器
、
編
み
機
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、

自
転
車
、
ベ
ピ
ー
バ
ス
、
ベ
ビ

ー
カ
ー
、
ぶ
ら
ん
こ
、
歩
行
器
、

乳
児
用
食
卓
い
す
、
三
輪
車
、

オ
ル
ガ
ン
、
ピ
ア
ノ
、
エ
レ
ク
ト

ー
ン
、
ス
キ
ー
セ
″
ト
、
卓
球
台
、

釣
り
具
、
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
、

顕
微
鏡
、
琴
、
洋
裁
ボ
デ
″
Ｉ
。

　
〈
譲
り
ま
す
〉
・
：
食
堂
テ
ー
ブ

ル
、
１
．
ド
、
押
し
八
れ
た
ん

す
、
冷
蔵
庫
、
も
ち
つ
き
機
、

テ
レ
ビ
、
ガ
ス
炊
飯
器
、
都
市

ガ
ス
用
湯
沸
か
し
器
、
電
気
あ

ん
ま
機
、
照
明
具
、
編
み
機
、

ミ
シ
ン
、
ス
テ
ン
レ
ス
調
理
台
、

剣
道
具
、
ス
キ
ー
用
・
皿
、
ぷ
ら

下
が
り
器
、
犬
小
屋
、
お
ま
る
、

ベ
ビ
ー
用
食
卓
、
ラ
ッ
ク
、
ハ

イ
カ
ー
、
応
接
セ
″
ト
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

年
度
に
購
入
し
た
フ
ィ
ル
ム
の
　
▼
と
こ
ろ
・
・
・
早
治
公
民
館
▼
内

紹
介
姦
ね
た
路
変
下
表
守
素
蜘
Ｗ
大
学
（
高
齢
者

新着フィルム映画会の日程表

教
室
）
の
短
歌
ク
ラ
ブ
の
作
品

展
示
。
　
　
（
奎
四
民
館
）

宇治市中央公民館…折居台1の1

(電話2014

11）　

宇治市宇治公民館…宇治里尻71の9

（電話212

8

0

4）

宇治市木幡公民館…木幡内　畑34の7

（電話328

2

9

0）

宇治市小倉公民館…小倉町

　寺内91

（電話224

6

8

7）

新着フィ

ルム映画

会の日程

表

とき

ところ 上映作　品　名

1/19

出

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
２
時
Ｓ
３
時半

小倉公民館

子６
「月の峰の狼」アニメーション　　　　'15分

「一休さん」アニメーション　　　　　　25分

「大きい１年生と小さな２年生」児童劇映画　39分

木幡公民館

「きつねのしっぽ」アニメーション　　　　17分

「あんじゅとずしおう」アニメーション　　31分

r夢かぎりなくJ~わが子に豊かな体験～児童劇映画　31分

中央公民館

「手品師」アニメーション　　　　　　　　15分

「くまの子ウーフ」人形アニメーション　　18分

「走れぼくの小さな友だち」児童劇映画　　47分

1/26

出
宇治公民館

まんが偉人物語「良寛jアニメーション　　11分

「おば拾て山の月」アニメーション　　　　21分

「ぼくの熊おじさん」児童劇映画　　　　　46分

青少年団体指導者講座の日程表

・
・
・
私
立
幼
稚
園
児
（
年
長
組
）
の
絵

画
作
品
。
　
　
（
ｚ
録
便
局
）

　
　
青
少
年
団
体

　
　
　
指
導
者
講
座

と　　き 内　　　　容

1/26
出 Ｓ午

４後
時１
半時

　20
　分

開講式
講演：青少年問題の現状と大人の役割
意見発表；青少年指導の現状と問題点

2/16
出

意見発表とディスカッション

テーマ・指導の重点は何か

　　　・問題の解決はいかにすべきか

　　　・青少年団体連絡協議会結成について

2/23
(土)

午後
６時半
～9時

協議と反省会
テーマ・青少年団体指導者の連携と今後の

　　　　取り組みについて

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
上

表
の
と
お
り
▼
と
こ
ろ

・
・
・
中
央
公
民
館
会
議
室

　
（
第
３
日
目
は
レ
ス
ト

ラ
ン
ｚ
そ
）
▼
対
象

・
・
・
市
内
の
青
少
年
団
体

指
導
者
吏
陛
青
少
年

団
体
の
指
導
に
関
心
を

持
つ
人
▼
定
員
・
・
・
先
着

6
0
人
▼
懇
親
合
一
費
・
・
・
三

千
円
（
第
３
日
目
当
日

徴
収
）
▼
申
し
込
み
・

問
い
＜
ｌ
Ｊ
Ｑ
ｔ
)
.
.
.
社
＜
Ｉ
教

育
課
（
ａ
⑩
3
1
4
1
）

へ
．

　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

410

民
生
委
員
・
児
童
委
員

西
小
倉

神
　
明

地
区
・
後
任
者
決
ま
る

　
神
明
地
区
と
西
小
倉
地
区
で
、

欠
員
と
な
っ
て
い
た
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
後
任
者
が
決
ま
り
、

12月13日

十
二
月
十
三
日
に
厚
生
〈
臣
と
京

都
府
知
事
の
委
嘱
状
が
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
い
ず
れ
も
一
〈
十

一
年
十
一
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
。

　
新
任
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員

さ
ん
は
次
の
と
お
り
ぶ
二
敬
称

呵　
▼
神
明
地
区
・
：
山
本
和
夫
＝
神

明
宮
北

1
0
3
－
６
（
Ｂ
Ｑ
r
-
i
ｒ
ｒ
ｏ
ｏ
t
-
)

▼
西
小
倉
地
区
・
：
内
田
弘
子
＝
小

倉
購
繩
７
－
2
7
（
豊
⑩
ａ

６
）
　
　
　
　
　
（
社
会
課
）

入居者を募集

障
害
者
に
朗
報

お
知
らせ

在
宅
障
害
者

テ
イ
ー
サ
ー
ビ
ス

登
録
中
の
品
物

農
業
委
員
会

選
挙
人
名
簿
の
調
整

新
春
市
民
歩
こ
う
会

各
公
民
館
で

新
着
フ
ィ
ル
ム
映
画
会

小
倉
公
民
館

お
話
し
会

献
血

宇
治
公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

1
月
の
展
示
案
内

市
民
カ
ル
タ
大
会

下
水
道
の
し
く
み

汚
水
を
無
害
に
し
て

河
川
へ
放
流

「
た
の
し
い
絵
」
展

下水道

処理施設
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